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著作権に充分ご配慮ください。

コピー・転送　禁止です。

むかし子どもだった、心やさしいあなたへ

　赤いケープの少女

　　　　　　　　　　尾崎　寛
　銃声が突然彼の夢を打ち砕いた。彼は、はっと驚いて眼を覚ます。雷のような音響が、周囲の山にこだまし二発三発と弱く遠去かるのを聞いて、彼はそれが夢でなかったことを知る。素早く枕元のライフルを握ると、彼は窓の脇に身を寄せた。窓を蓋している板を銃身の先でそっと持ち上げて、細い隙間から外を伺う。注意深く見渡したが、冬枯れの林の中には何ひとつとして動くものはなかった。暫くして、更に銃声があったが、それは先ほどよりだいぶ遠くからだった。
　彼は窓の板を降すと、地面を堀り下げただけの小さな炉の傍に腰かけた。きっと山鳥を撃つ音だったのだろう、と思いながらタバコを取り出した。ポケットの中で潰れた袋に人さし指を入れてさぐると、一本だけ残っている。火をつけて、タバコもなくなってしまったかと忠う。小屋の中には薬缶や湯呑もあったが、長いこと見捨てられているようだった。火の気の無い掘立小屋の中は、露出した地面から寒気が吐き出してくる、と思われるほど寒かった。　　　

.彼は炉に藁や小枝を投げ込み、火をつけながら赤いケープの少女を想った。少女は、もう三日も姿を見せない。少女は、既に遠い日々の中に忘れてきた音楽を、かつては彼の中に豊かに息づいていたものを思い出させてくれた。少女との出会いは、彼がこの小屋へ着いた初めての朝だった。彼は真夜中に山伝いに歩き、偶然に発見した小屋に潜りこんだ。疲労のために深く眠った彼は、がたがたという不規則な震動を伴う音に目を覚した。
　飛び起きた彼は、冷たく鋭利な光りを放つ銃身を戸口に向け、狙いを定める。ぎこちなく身震いしながら、入口の板戸が開いた。引き金にかかった彼の指が緊張する。照準に重ったのは、小さな手だった。指を緩め、頭をあげると彼は見守った。ぽっかり開いた明るい空間に現われたのは、赤いケープに包まれた少女だった。少女は驚いたように立ち尽して彼を見つめている。彼はゆっくりライフルを降しながら、やあと声をかけた。少女は明かに不機嫌な表情だった。

「どうして、ここにいるの？！」
　彼を詰問する声は、怒りに震えている。彼は返答に窮した。どうしてここにいるのか、彼にも分らなかった。黙っていると少女は中へ入ってきた。
　「ここは、わたしの、わたしだけの家よ。かってにはいらないでよ！」
　.彼は、小さな闖入者の勢いに押されてたじろいだ。
　「ごめん。知らなかったんだよ・・・・独りかい？」
.　言いながら、彼は開け放たれたままの入り口に近づく。外の様子を見たが、人の気配はなかった。戸を閉めて振りかえると、少女は手提を置いて炉に屈みこんでいる。少女の背に、脱いだ頭巾が逆三角形に垂れている。ここは、少女の秘密の隠れ家なのだろうか。彼は、子どもの頃やはり隠れ家を持っいたことを思い出し、おかしくなった。
　.少女は、小枝の上に藁をのせて火をつけようとしている。マッチの火がうまく燃えつかないので焦っていた。煙が外へ流れだしたら発見されないだろうか。一瞬心配になったが、小さな炎は、体の芯まで冷えきった彼を誘惑した。それに、今さら・・・という考えが頭の中をかすめた。
　「かしてごらん。やってあげるよ」
.　藁と小枝を組み直して火をつけた。白い煙があがり、やがて小枝に火が移る。煙が色をうしなって透明になっていくと炎があがり、彼は更に太い枝を重ねた。
　「お兄ちゃん、じょうずね」
　少女は初めて笑顔をみせた。大きな瞳の白眼は薄い青を透かし、緩んだ口の中に極端に捩れた門歯がのぞいている。体が、温まってくると鳩尾の内側へ落ちこむ力が、昨夜から何も口にしていないことを思い出させる。買い物ののできるような所は、近いのだろうか。そこはどれくらいの町なのか。

「おじょうちゃんの家は近いのかい？」
.　少女は、考えにふけっているかのように炎を見つめていた。
　「歩いて二十分ぐらいよ・・名前は？何年生なの？どうして独りでいるの？お友達はいないの？そう言いたいんでしょ。どうして、大人てみんな同じことをきくのかしら」
　少女の言葉は、ひどく大人びている。それは、何十回も同じ質問をされて、うんざりしている大人と同じ表情だった。

「なまえはヨウコ。四年生。一人でいるのは、子どもと遊んでもおもしろくないから」
.　少女は事務的に自己紹介した。彼は少女の口から、町が遠くないことと小さな町ではないことを聞き出した。夜になったら食料と新聞を求めに行こうと考えた。
　「一人でこんな所にいて、お母さんが心配しないかい」
　少女の瞳の中で、炎があかるく輝いている。
　「あの人のことなんて関係ないわ」
.　少女は手提の中をさぐってチョコレートを取り出した。そして、箱を開けながらくっくっと笑った。
　「あの人もたまには本当のこというのね。山にはおそろしいオオカミがいるから行ってはいけません、だって」

.チョコレートを一つつまむと、狼さんにもあげるわ、と彼の手にのせた。彼は、狼かと一人言をいうと苦笑いした。
　夕方になって少女が帰った。少女の後姿は、千代紙のように赤い正三角形にみえた。林の中へ去っていく少女を戸の隙間から見送りながら、彼は少女が自分のことを家族に話すだろうかと思った。（今日ね、森で狼に会ったのよ。とってもこわかったんだから…）彼は、どっちでもいいと思う。更に闇が深くなってから、彼は少女の歩いていった方向へ進んだ。林がもっとも深くなった所で急に視界が開け、眼下に点々と続く街の灯があった。彼は、インスタント食品にタバコ、新聞を買って小屋へもどった。新聞は、財界の大物が射殺された事件を大きく伝えている。

　貧しい食事の後で、彼は板床に横になった。物音ひとつしない静かな夜だった。揺れる炎のはぜる音だけが、唯一の命として響いている。鮮烈な銃声とどうと噴出す炎が脳裏に蘇り、彼の銃身の直線上で巨大な体躯がもんどり打って倒れる。

「あなたは利用されてるだけなのよ」
　狭いアパートの部屋で、女と彼は死体のように転がっていた。必死で訴える女の言葉を彼はきいていない。タバコをくわえたまま狭い空を見ていた。路地の奥にある部屋には、風さえ通らない。

「奴等は自分の手は汚さないのよ。将棋の駒のように、ただあなた達を動かしているだけだわ。Ｍのこと覚えているでしょう。Ｍは奴等に殺されたのよ。軍事教練の態度がよくないって、裸で丸三日間外に放り出されて。あのときのＭの顔を覚えてる？紫色に脹れて倍ぐらいになっに顔は、誰の顔だか見分けがつかなかったわ。顔だけじゃないわ、全身が青紫に変色して、まるで腐ったったトマトを踏み潰すように体中の穴という穴から赤黒い血を流して死んでいったのよ。それが、あのＭの最后だなんて信じられる？」
　彼はＭの話しから女の言葉に耳をかたむけた。

.Ｍと初めて会ったのは、彼が大学へ入った最初の学期の、キャンバスの掲示板の前だった。新学期の科目選択手続きについて、全く予備知識も相談相手も持たなかった彼は、大きな掲示板の細かい文字を見てただ茫然としていた。一体何から手をつけていいのか、学生課という事務室さえ知らない彼は、大勢の学生たちにもまれているだけだった。すると、隣りに立っていた男が独り言のように言ったのが、耳に入った。

「さっぱりわからんなぁ」
　彼は、なんとなく男に声をかけた。それが、Ｍだった。二人は学生で一杯の喫茶店に入り、Ｍの待っていた学生課で発行する分厚い手引を調べながら話しあった。彼はそのころ仕事を持っていたので、主に夜の時間を選んだ。
. Ｍは聡明さを瞳に輝かせた、いかにも育ちの良さを感じさせる男だった。後になって、彼がＭを思い出すとき、プラトン達の愛した少年とは、Ｍのような男ではなかったかと、いつも思った。やがて、アルバイトで充分やっていけることが分ると、披は仕事を辞め、毎日の殆どをＭと授業に出たり、キャンパスや喫茶店で語りあった。初めてウィスキーを飲んだとき、二人は彼の下宿でコップに一杯づつ飲み倒れてしまった。
　女は泣いているようだっだ。彼は、初夏の日射しのような瞳のＭと、その最后を思い出していた。腐ったトマトを踏みつぶすように・・Ｍは確かに女の言うとおり、眼、鼻、ロ、耳、尻・・毛穴のあらゆるところから赤黒い血を流し裸で死んでいった。

「なにが革命よ！なにが戦士よ！奴等のやり方は、ネロの恐怖政治と変わらないじゃない。奴等の批判している体制よりもっと独裁的じゃない。このままじぁあなたも殺されてしまう！」
　上半身裸の彼の胸に、女は覆いかぶさるようにして泣いている。

「どこでもいいわ。新しい土地で新しい生活を始めましょう」
　彼は、もう女の言葉を聞いていない。

　次の日午後三時頃少女はやってきた。
　「まだいたの」
.　少女は、彼の顔を見ると呆きれたという表情をした。
　「早いな、学校はもう終ったのか」
　「 バカね、今日は土曜日よ」
　少女は火の近くに寄って、重そうに持った手提の中からキャンデイを出した。その中にピアノの楽譜が入っているのを、彼は見た。

「ピアノを習っているのかい？」
.　少女は、ロの中にキャンディを放りこみながら、ちらっと彼を見た。
　「お兄ちゃん、ピアノひける？」

「いや、だめだ。少しだけいじったことはあるけど」
　そう、と少女は膝小僧を抱えて炎を見つめていたが、やがてぽつりと言った。

「わたし、いきづまってるんだ」
　彼は、不思議な生き物でも見るような目で少女を見た。少女は手提の底から四角い箱のようなものを取り出し、ボタンを押した。テープレコーダーだった。きゅるきゅるとテープを巻き戻し、

「聞かせてあげようか」
　と彼に笑いかける。彼は黙って頷いた。少女はボタンを押すと、テープレコーダーを二人の間に置いた。ゆるやかに波うつ左手に、澄みきった光りのため息のように右手の旋律が重なる。流れ出したのは、月光奏鳴曲(ムーンライトソナタ)だった。彼は驚いて少女の顔を見た。易しさに音が流されてしまうこともなく、確実に一つ一つに嬰ハ短調の銀色の光りを与えていく演奏者が、本当にこの少女なのだろうか。もう一つの彼の驚きは、自分がいかに長くその豊かな世界から遠ざかっていたかを、突然思い起こさせられたことだった。彼は、自分目身を遥かに遠い所へ置き忘れてきたのに気がついた。

「第一楽章は問題ないわね」
　少女はテープを止めると、一人言のように言った。

「いまの演奏は、ヨウコちゃんかい」
　彼が訊くと、少女は、そうよと再びテープを回す。波の上に優しく光りの揺れる第一楽章から、一見妖精が踊るような楽しさに変わる。彼は不意をつかれたようにはっとする。少女は、音を自由に踊らせはしない。少女のぺダルは、音が逃げ出そうとするのを簡潔に止め、鮮やかな強弱の中にむしろ哀調を深めていく。少女は、音の底にある悲しさと同調している。
　彼はじっと少女を見つめた。唇が音の流れとともに微かに動き、少女は全神経を耳に集中している。この少女に、こんな深い悲しみがあるのだろうか。小屋の中は、少女の振りまく音で冴えた銀色に変っていった。やがて第二楽章はそのまま第三楽章へ突入していく。音は次々と高まっては炸裂し、終結部(コーダ)に近くなるにつれ目まぐるしく爆発を繰りかえす。が、少女は息切れしていた。精一杯に音譜を追っているが、くるくると人れ変わる緩急のテンポにのせた作曲者の激しい情熱は、もう少女の手には負えない。力一杯鍵盤を叩きつけているだけだった。
　演奏が終わっても少女はテープを止めようともしないで、抱いた膝の上にアゴをのせて黙っていた。彼は少女のいきづまっているという言葉を理解した。それにしても、なんという少女だろうと、あらためて驚く。彼はテープを止め、ようやく気づいて拍手した。
　「驚いたよ。ヨウコちゃんて、天才なんだ」
　「みんなが、そう言うわ」
　 少女は気乗りのしない返事をした。それから少女は、少しづつ話しをした。今度のクリスマスの日に、はじめての演奏会を開くこと、少女の先生の選曲が、彼女の希望に合わないこと、などを。

「先生はね、モーツアルトかショパンかスカルラッティの小品ばかり選んだの・・・。わたしは、どうしてもヴェートーヴヱンを弾きたいの。どちらにしても、素人うけのするポピュラーな曲でないと客がよろこばないでしょう。そこが、なやみのたねなのよ」
　「お母さんは？」
　「あの人に音楽がわかるものですか。シヱーンベルグとバッハの区別もつかないんだから」
　 彼は少女の話しを聞きながら、微かな不安を感じた。野花が似あいそうな可憐な少女が、ヴェートーヴェンを弾きこなしたとしたら、聴衆は少女を許すだろうか。一般の常識で量れない能力を、得体の知れない存在を常に世間は憎み迫害する。ヴェートーヴェンを弾きこなす少女などというものは、不気味な鳥肌を立たせる存在でしかないのではないか。彼は、眼の前の少女に向かって飛んでくる憎悪の石の雨を思ってぞっとした。少女が無事に試練をのり切るためには、流麗な小品しかないのかもしれない。
　「モーツアルトじゃ、いけないのかい？」
　少女は彼を見た。彼は、少女の返事をまって彼女の目を見つめる。少女の瞳は、彼の存在を映していた。それは、いままでと違った優しい光りに変わっている。
　「モーツァルトがひけるほど、いまの自分が洗練されているとは思えないもん…」
　少女の声は弱かった。彼は少女を励ましてやろうと、声に力をこめた。
　「だいじょうぶ。ヨウコちゃんにならできるよ。月光があれだけこなせるのだから」

　白い空は光りを弱め、裸の木立ちは寒々しい姿を際立たせる。時の経過とともに、大気が正確に熱を失っていくのを感じた。彼は少女を帰した後、固くなったパンとジュース缶で食事を摂った。胃袋へ納まったものの貧しさにもかかわらず、彼の全身を豊かな気分が満していた。今日のように、人間らしい会話をしたのは何年ぶりだろう。彼の同志達の間を飛びかう罵声や女の泣きごとが、もう長い間彼の言葉の領域を埋めていた。そこでは、言葉が性行為のようにかみあったり、音楽のように敏感に反応することなど一切なかった。彼の必死で放った言葉も、受け手のないまま消滅するという虚しい繰り返しの結果、いつしか彼も他人の言葉を受けとめなくなっていった。
　「田舎の街で静かにくらしましょう」
　彼は女をうるさそうに払い、立ち上ると押入れからライフルを取り出した。彼はライフルの手入れをしながらＭの言葉を思い出す。

　「ぼくは、現在の体制を憎んじゃいないんだ。やり方によっては、現在の体制を変改していくことによって、暴カ革命より充分な結果が得られるだろうと、考えてさえいる。ぼくが怒るのは、その変革を阻止しようとしている、資本力や権力の上に当然のようにあぐらをかいている個人に対してなんだ。そうした個人的な力が確かに存在していることを、ぼくは憎む」
　彼は心の中でつぶやく。断じておまえだけを死なせはしない。

　彼は板床の上にライフルを抱いたまま、いつの間にか眠っていた。ギャッギャという鳥の不気味な鳴き声に目を覚ますと。炉の火も消えて、彼は完全な闇の中に取り残されているのを知った。真夜中に鳴く鳥の名を彼は知らない。襲ってくる寒さの中で眠ろうと努めながら、彼は少女を想っていた。
　日曜日の午前、何一つやることもない彼はぼんやりと天井を見ていた。むき出しの梁は、真黒に煤けている。田舎へ帰ることは危険だ。いや、むしろ田舎で大人しく暮している方が安全かもしれない。恐らく俺の名は、警察のブラックリストにもないだろうから。しかし、やはりそれは安易な期待ではないか。既に警察は、Ｍが殺されたことを知っているだろう。するとＭの一番の友人の俺も当然調査されていると思わなければならない。それとも、今までに一度も行ったことのない小さな町で暮すか…。いやだめだ。田舎町というものは、新入りに対し特別な注意を払うものだ。それこそ最も危い橋を渡るようなもんだ。一番安全なのは、隣人の顔さえ知らぬあの都会へ戻って、そ知らぬ顔をしていることだろうか・・。
　長い間考えにふけっていると、彼は自分が本気で考えていないのを知った。そうしたことは、全てどうでもいい事だった。Ｍの弔いはしてやったのだ。今すぐ発見されようが、一年後であろうが、いよいよとなれば彼の心臓を破壊するための弾は残っている。山鳥や野兎を撃つ銃声が、思い出したようにしては響いた。時々小枝を折っては、炉に投げ入れていた彼は、小屋の中に燃すものがなくなっていることに気がついた。
　午後を少しまわったころに少女が来た。　

「ヨウコちゃん、これからもづっとここへ来るつもりかい？そうなら、もうじき雪も降るだろうし、小枝や燃す物を相当集めておかないと冬は越せないよ」
　「・・・そうね」
　「いまから二人で集めに行こうか」
　少女は、うんと言うと元気に立ち上がった。
　二人が外へ出ようとしたとき、急に少女がたちどまって動かなくなった。彼は少女を見た。少女は瞳をいっぱいに開いて、後ずさりしながら一点を見つめている。顔は血の気を失って白くなっていた。彼は少女の視線をたどった。
　出入口の敷居の上に、胴の太い蛇が長々と横たわっている。こんな季節に、と彼は思った。小屋の暖かさにつられてやって来たのだろうか。蛇はアオダイショウのようだったが、彼も蛇は苦手だった。棒を投げてみたが一向に動こうとしない。彼は少女を退がらせると、ライフルを構えた。轟音と共に蛇は一メートルもはね上り、体をくねらせて落ちた。銃身の先にひっかけ外へ出ると、思いきり遠くへ投げた。
　ライフルを小屋の奥へ隠し、敷いてあった筵と縄を脇に抱えて外へ出た。少女はすぐ後についてきた。彼が小屋の外へ出たのは、一昨夜買いもの出たのが一回きりだった。初めて見る辺りの地形を観察しながら、より深い林の方へ向った。二人は蛇の話しをしながら歩いた。少女の学校で、男の子が生きた蛇を持ってきて先生にひどく叱られたことや、彼の子どもの時の蛇の思い出を話した。
　彼の目撃した光景は、思いだす度に彼の背筋を冷くさせる。彼がちょうど少女ぐらいだった頃のある夏、蝉か沢蟹取りに一人でかけた時だったと思うが、山道で奇妙な音を耳にした。ひどく聴く者を息苦しくさせる、ぴいィぴいィという笛のような音だった。彼は初めて聴く音を不審に思い、辺りを見回した。音は近くの叢の中から届いているらしい。彼は首を伸ばして叢をのぞきこんだ。そこに、向いあっている蛇と蛙がいた。ぴいィという苦しい音は、蛙の声だった。驚いて見ていると、二三十センチ離れて真正面に蛇と顔を付きあわせていた蛙が、じりじりと動き出した。それも蛇の方へ向って。彼の背中を油汗が流れる。蛙が蛇に追われているのなら、彼は恐らく蛇に石を投げただろう。だが、彼の目の前で、蛙は聴くに耐えない悲痛な声を上げながら、青白い目を妖しく光らせた蛇の方へ、目に見えない力に引かれるようににじり寄っているのだ。蛇の魔力について、大人たちに聞いた幾つかの話しを思い起こした。子供ながらにも、それらを嘘だ、大人の作り話しだと思っていた。が、いま彼は体が動かなくなっていた。やがて蛙は蛇の鼻先まで近寄ると、次の瞬間蛙の頭は蛇の口の中にあった。彼は必死に逃げ出した。そこにいたら、自分も蛇に呑みこまれてしまいそうな恐怖が、彼を襲った。
　赤いフードで縁取りした少女の顔が、驚いて彼を見つめる。彼は少女の小さな肩を抱くようにして、深い林の中を並んで歩いている。
　「それ、ほんとの話し？いやだな。あの小屋にまた蛇がでたらどうしよう」
　「もう蛇は、深い土の中で冬眠しているから出て来やしないよ。さっきの奴は寝惚けていたのさ。それに、帰ったら絶対に蛇の出ないおまじないをしてやるよ」
　二人は、林の中で枯れ枝や杉の葉を集めた。少女にとって初めての肉体労働は、彼女を陽気にした。小さな手で抱え小枝を筵の上に積んでは喜んでいる。彼は、頭上の枯れ枝に縄をかけて引いてみた。一人で充分折れそうだったが、少女に手伝いを頼んだ。二人で力をこめると枝は音をたてて折れ、二人の上に落ちてきた。二人は、はずみで転倒した。顔を紅潮させた少女は、転んだままやったやったと手を叩いて喜んだ。
　筵を一杯にするのは、大した作業ではなかった。集めた枯れ枝を筵で巻いて縄をかけると、その上に腰を降ろして休んだ。
　「これだけあれば、いつ雪がふっても安心よね」
　「まだまださ。この何倍もなきぁ冬はこせないよ。ヨウコちゃんが学校へいってる間に集めておくから大丈夫だよ」
　筵を肩に負い、小屋への帰り道で、
　「お兄ちゃん、わたしの演奏会きっときてね」
　と少女が言った。彼は、かならず行くよと答えたが、こころの中では本当に行けるのか、疑っていた。
　ウィーン派の音楽を愛したＭと何回か音楽会に出かけたが、最後の音楽会からは、もう随分永い時がたった。いつの間にか、あんなに好きだった音楽の世界から遠い所に彼は居た。少女に会うまでは、自分が遠い所にいることさえ忘れていた。体の底に吹く風が虚しく、それだけに久しぶりの音楽会への誘いは、心が華やいだ。彼は、必ず行くよと答えた。・・・が、本当に行けるのか・・・それまで無事でいられるのか。
　小屋の隅に枯れ枝を積みあげて、彼は空缶に溜った吸殻を土間にあけた。吸殻を新聞紙の上にほぐしながら、これを撤いておけば蛇避けになると話すと少女も手伝った。手がタバコくさくなるからと止めたが、いいの、いいのと続けた。
　二人で小屋の内と外を一周して吸殻を撒くと、短い日は既に大きく傾むいて最後の光りを投げていた。少女の帰った後で、彼はひとつの考えを決めていた。少女の演奏会が終るまでここに居よう。そして、少女が冬を越せるために出来るだけの用意をしてやろう、と。全てのことは、その後だ。何もかもその後のことだ……。
　次の日から、昼間は薪を集め、夜に一度買いものに出た。幸い山では誰とも出会うこともなく、三日が過ぎた。が、三日の間少女は一度も姿を見せなかった。恐らくピアノの練習で来られないのだろうと思いながらも、もの足りない気がしていた。
　四日目の朝。彼が目を覚ましたのは、ひどい冷えこみのせいだった。彼を取りまく空気の中に、目に見えない氷の粒が無数にひそんでいた。彼は震えながら目を覚まし、火をおこすと薬缶をかけた。燃えあがる炎が、空気を和ませた頃、ようやく彼は小屋の中が普段と感じが違うのに気づいた。いつもより明るい気がする。戸や板壁の隙間から入ってくる光りが、いつもより多く真白に輝いている。彼は、はっと思った。急いで窓の板を持ち上げてみると、外は白一色に変わっている。
　彼は外へ出た。十センチほど積った雪が、きらきらと光りを反射し輝いている。彼は素手で雪を握ると、遠くの木に狙いをつけて投げた。命中した雪は、ぱぁんと割れて飛び散り、驚いた山烏が飛び立つ。何回目かの雪玉を投げようとしたとき、彼は雪の上に突然現われた赤い三角形を見た。少女が手提カバンを振って走ってくる。彼は持っていた雪を捨てると、少女へ向って走った。
　走ってきた少女をひょいと抱きあげ、小屋へ戻った。買っておいたチョコレートを溶かして温めながら、まだ学校のはずなのにと彼は思った。
　「学校はどうしたんだ。今日は休みかい？」
　少女は、ロを曲げべそをかきそうなのを我慢しているようだったが、彼が訊くと泣き出して叫んだ。
　「学狡なんて大きらい。学校もピアノもあの人も、みんなみんな大きらい！」
　少女は声をあげて泣き、頭を撫でてやると彼の胸へ飛びこんだ。
　「死にたい」
　少女の言葉は彼を貫いた。彼は、少女を膝にのせて抱いた。少女に死にたいと言わせる程の出来事が何であるのか、知りたいとは思ったが、それに対して分別臭い意見を述べることは、むしろ無意味なことだろう。彼は小さな体を抱いて、そう思った。少女の髪は、干し草のように甘く匂った。
　少女のしゃくりあげる声の間隔が、少しづつ遠くなりやがて寝入ってしまった。彼は少女を筵の上に降すと、コートをかけ炉に沢山の薪を投げこんだ。火は天井を焦すほどに燃えあがり、彼も少女の隣りに横になった。いつしか彼にも眠気が襲ってくる。
　一時間か、あるいはもっと経ったのだろうか。彼は、ざわざわとする気配に目を覚ました。それは、波長のあっていないラジオのような雑音だった。窓の板をそっとあげてみると、真白な光りが彼の眼底を突き刺す。そして、その光りの向うに、子供が忍者遊びをするような恰好で、幾つかの人影が動いている。彼は体が締っていくのを感じる。とうとう来たか。
　ラィフルを取ると、少女の体を軽く揺さぶる。ううんと背伸びして少女は起きた。

　聞こえるか！

　スピーカーが辺りの静寂を破り、少女は驚いて目を丸くする。

　君は完全に包囲されている！すぐに少女を解放しろ！

　少女は笑い出した。
　「おとなって、どうしてみんなバカみたいなことをいうのかしら」
　けらけらと笑う少女と一緒に彼も笑った。
　「きっと、大人になると皆なバカになるんだよ」
　少女も外の様子が見たいと言ったので、彼は少女を抱きあげ二人は窓に顔を並べた。警官が十人とあとは猟師だろうか、やはり十人くらいいるらしい。

　すぐに少女を放して投降しろ！

　スピーカーは、わめき続きける。彼は少女を降すと、手堤カバンを持たせた。
　「さあ、行くんだよ」
　「お兄ちゃんは？」
　「お兄ちゃんは・・ここに残る」
　「いやだ！」
　少女の顔が歪んだ。
　「にげよう。わたしと一しょならきっとにげられるわ」
　彼は少女の瞳をみた。少女の濡れた瞳の中に彼がいるのを見たとき、思わず少女にありがとうと言っていた。
　「ね、にげよう。ここにいたら殺されちゃう」
　少女は、小さな手で彼に抱きついて泣いた。
　彼は腰を落とした。
　「仕方がないんだよ。狼は、最後には猟師に殺されることになっているんだから」
　「そんなのいやだ！どうして、いつもオオカミさんだけ殺されなきぁいけないの！」
　彼はいろいろと少女をなだめ、言いきかせながら少女を戸口まで連れていった。彼が板戸を開けると、それまで怒鳴り続けていたスピーカーがぴたと止み、薄く雪をのせた林や叢の奥の目が、息を殺して次に誘爆される事件を見まもる。
　「ごめんよ。演奏会にいかれなくって……」
　少女は、くちゃくちゃの顔で彼を見あげた。彼は少女の頭にフードをかぶせてやると、その背中を雪の中へ押してやった。外へ出た少女は、二三歩歩いて立ちどまると振り返った。
　「・・・さよなら・・・オオカミさん」
　少女の口の中に横を向いた門歯がのぞいた。彼は片手をあげて少女に答え、笑顔を作ろうとしたが旨くいかなかった。少女は、しゃくりあげながら雪の中を歩いていく。彼はその小さな背中に向って、心の中でつぶやいた。さよなら、赤頭巾ちゃん……。やがて、少女が林の中から飛び出してきた警官に抱きかかえられて姿を消すと、暫らくして救急車のサイレンの音が遠去かっていった。
　再びスピーカーの音が響いた。

　武器を捨てて投降しろ！

　無駄な抵抗はよせ！

　彼は、小屋の中で煙草を吸っていた。少女の弾く月光を彼は聴いていた。煙草を吸い終ると炉の中へ捨て、ゆっくり外へ出た。目に見えない二十の銃口が、一斉に彼の胸に狙をつけるのを感じた。
　銃座を肩に当る。
　空を切って飛んで来た石が、彼の額をかすめ、暖かいものが肌を伝って落ちてくる。

　変質者！

　人ごろし！

　引き金に指をかけると、遠くの枝にゆっくり狙いをつける。
　彼の耳にはもう何も聞こえなかった。
　ただ終結部(コーダ)へ向う熱塊のようなピアノの音だけが響いていた。
　人指し指にぐっと力をこめた。
　轟音と共に右肩に強い力が加わったとき、いくつもの銃声が、彼に向って一斉に火を吹いた。

....................完......

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）

ここは文末です。



「はっくつ文庫」トップへ
..........................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

